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　〔内容抄録〕　本研究は教科書の人格形成におよぼす影響をできるだけ実証的に明らかにするこ

とを目的とする。ここではその一環として国定1期からVl　maまでの全小学校国語教科書を対象に

内容分析した結果について報告する。方法；各教科を課ごとに生命尊重（L＋），非生命尊重

（L－），達成動機（A）という観点から各3段階に評定し，それに内容別9領域，ジャンル別

8領域を加えそれぞれ各期別学年別に比較検討する。結果；L一はV期を頂点としてほぼ1期か

ら上昇し，戦後のW期で0に近く急降下する。但し大正デモクラシーの皿期には例外的に下降す

る。L＋はほぼその逆でW期1期の順に高く他はいずれも極端に低いのが特徴的である。　Aは1

期から皿期まで上昇し，以後高原状態となるがV［期ではかなり下る。いずれも時代社会を如実に

反映した結果といえる。内容別では全体を通して自然が高いが国家主義や軍国主義はL一とほぼ

平行関係にあるのが特徴的である。学年別では各期を通じほぼ3～5年に時代社会の価値観が最

も反映しているように思われる。

1　問　　題

　本研究の究極の目的は，主として学校教育の

人格形成における意義をできるだけ実証的に明

らかにし，教育基本法にいう「個人の尊厳を重

んじ真理と平和を希求する人間」の育成はいか

にあるべきかを具体的に提示することにある。

ここではその一環として，まず明治5年の学制

発布以降の初等教育における教科書を各教科ご

とに，主として生命尊重人間尊重という観点か

ら内容分析し，実際にそれが現実の人間の生き

方や価値観，人間形成にいかなる影響を及ぼし

たかをできるだけ実証的に明らかにすることを

さしあたっての目標とする。唐沢は「教科書が

日本人を作った」1）というが，特に初等学校教

育における教科書の意義はそれが人格の基礎形

成期であるだけに大きく，その内容が将来の個

人の基本的行動様式を形作る上でかなりの影響

をもつであろうことも想像に難くない。その点

わが国では，明治初頭の学制発布後欧米の近代

文化を内容とした翻訳教科書から伝統的な「孝」

を中心とする儒教主義復活の教科書へ，更に国

＊児童学科
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家統制の強化された「忠君愛国」を基調とする

検定教科書から明治37年には早くもその後の日

本を長期に亘り支配する国定教科書期に入る。

しかも義務教育就学率が当初男子40％女子10％

台であったのが，国定期に入る頃には共に90％

を超える程の高普及率を示している2）。これら

をあわせ考える時，教科書の日本人の人格形成

に与える影響は殊の外大きいように思われる。

それは過去から現代の世相問題とも決して切り

離せないであろうし，また将来の日本や世界を

考える上でも貴重な資料を提供してくれるにち

がいない。ところで，学校教育における教科書

のもつ意義についてはこれまでも種々論じられ

ており，その内容に関してもいろいろな立場か

らの分析が行なわれている。しかしながら，生

命尊重人間尊重という観点に一貫してたった論

文はあまりみられない。従来教育学はともする

と方法論に弱点をもちやすく，心理学は逆に方

法論に堕すきらいがあったが，本研究では，生

命尊重人間尊重という観点から人間教育のあり

方を実証的心理学的に問い直そうとするもので

ある。教育の原点はそこにあり，教育基本法に

いう目的も，つまるところそこにあると考える

からである。また，教科書の意図するところを

実現する過程との関連でMcClelland，　D・C・ら

の研究を参考に達成動機も分析の視点に加えた。

なお今回は，教科書が全国的な規模で影響をも

ちはじめたと考えられる国定1期以降の教科書

を主たる対象としてその内容分析した結果につ

いて報告する。また歴史的にも今日的にも特に

心理的な面での影響が大きいと思われる国語を

まずとりあげ，次いで国の意志と直結している

と思われる修身や歴史・音楽その他の教科につ

いても順次とりあげていく予定である。

皿　方　　法

　1　唐沢3）や海後4）らを参考に明治5年の学

制発布以降第二次世界大戦後の文部省著作教科

書までを次の9期に分ける。

　（1）翻訳教科書時代（明治5～12年）

　（2）儒教主義復活の教科書時代（明治13～18

　　年）

　（3）検定教科書時代（明治19～36年）

　（4）国定工期教科書時代（明治37～42年）

　（5）国定皿期教科書時代（明治43年～大正6

　　年）

　（6）国定皿期教科書時代（大正7年～昭和7

　　年）

　（7）国定N期教科書時代（昭和8～15年）

　（8）国定V期教科書時代（昭和16～20年）

　（9）国定W期教科書時代（昭和21～26年）

　2　分析に用いたのは「日本教科書大系（近

代編）」（全27巻，講談社発行，1964）である。

これには明治初年からの小学校教科書の中で広

く使用され，その時代の教材を代表すると認め

られるものの原典が復刻されている。また明治

37年以降の国定教科書はすべて収録されている。

このうち今回の報告に使用したのは，国語（4

～9巻）である。

　3　国定工期以前の翻訳教科書や儒教主義復

活の教科書，検定教科書については，日本教科

書大系に収録されているものの概要を検討する

にとどめる。

　4　国定1期以降の教科書については，次の

方法により検討する。

〈国語〉

　国定1期からV［期までのすべての小学校教科

書（但し国定1期からW期までは尋常小学校，

V期は国民学校）を対象とする。具体的には各

期各巻各課ごとに，その内容を中心として以下

のような分析作業を行なう。

　（1）生命尊重についての評定；ここでいう生命

尊重は人間尊重とほぼ同義で，人間の尊厳とい

う信念に基づいて自他の人格・生命をともに尊

重するという精神が内容的にどの程度もりこま

れているかによって次の5段階に評定する。

　L＋2；生命尊重の精神が特に顕著に認めら

　　　　れる。

　L＋1；生命尊重の精神が認められる。

　L　O；いずれともいえない。関係ない。
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　L－1；生命尊重に反する内容が認められる。

　L－2；生命尊重に反する内容が特に顕著に

　　　　認められる。

　（2）達成動機についての評定；その課の内容あ

るいは記述に，達成動機的なものがどの程度含

まれているかを次の3段階に評定する。ここで

いう達成動機（Achievement　Motive）とは，

McClelland，　D．　C．らのいわゆる「困難なこと

をうまくなし遂げたい，競争場面で人よりすぐ

れたいというような何らかの価値的目標に対し

て，自己の力を発揮し，障害に打ち克ち，でき

るだけよく目標を達成しようとする動機」5）を

さす。

　A＋2；達成動機が特に顕著に認められる。

　A＋1；達成動機が認められる。

　A　O；達成動機とは特に関係ない。

　（3）内容による分類；各期ごとの比較や他の教

科あるいは他の研究との比較が可能なように唐

沢の分類を参考にして次の10カテゴリーを設定

し分類する。

表1

名　　称 内　　　容

N（国家主義） 忠君愛国・国威発揚など国家主義的なもの

M（ミリタリズム） 軍事・戦争美化など軍国調のもの

E（教訓的内容） 道徳的教材・忠義・孝行など

S（季節自然・年中行事） 自然の風物・地理・季節的行事など

1（生活・勤労・学校） 生活勤労・学校・政治・法律・経済など

P（遊び・スポーツ） レクレーション・スポーッ・衛生も含む

H（歴史的内容） 歴史・伝記など

C（科学的内容） 物理・化学・生物など科学的内容のもの

T（文化的内容） 物語・劇・童話などの文学作品

U（分類不明） 上記のいずれにも含まれないもの

（註）分類に際しては重複を許し，特定の内容

にむりに分類することを避ける。但しT（文

学）は他の分類に含まれないものに限る。

　（4）ジャンルによる分類；学習指導要領6）など

を参考に各課を次の8ジャンルに分類する。左

の番号は以下の図表の番号に対応する。

1．生活文，2．詩・俳句・歌，3．記録・報告・

観察・説明文，4．物語・昔話・説話・古典，

5．神話，6．伝記・歴史・逸話，7．手紙・日

記，8．なぞなぞ・とんち話など。

　なお分類にあたっては，いずれの領域におい

ても原則として共同研究者同士で合意に達する

まで検討する。

皿　結果および考察

　ここでは，先に述べた主旨に基づき，国語教

科書について分析した結果を中心に考察する。

　1　国定教科書に至るまでの概観

　欧米の近代文化を内容とした翻訳教科書時代

の特色は，自然を尊重し自然に忠実であり，ま

たその中で人間を最高の生き物として描いてい

る点にある。それはまさに生命尊重人間尊重に

立脚しているといえる。内容としては人間と自

然の生の姿から，人と人との関係，人と自然と

の関係をとらえ，人と人との生き方を宗教的な

ものを含み説こうとしている。これは啓蒙的性

格をその内容に備えていることであり，それを

まち望んでいた民意に受け入れられた。しかし，

当時の急務であった先進国文化摂取のため何も

かもその中に含まれており，その意味では自由

であったわけだが，体制側としてこれほど統一

しにくいものはなかった。このことは，戦後す

ぐに新しい人間観による教科書作りをしなけれ

ばならなかった国定W期といろいろな点で共通

しており興味深いものがある。

　次の儒教主義復活時代になると「孝」を中心

とする家族主義的内容の教科書が多くなり翻訳

時代に後退していた修身が前面に出てくる。当

時の自由民権運動を抑圧する意味もあり次の

「忠君愛国」を基調とする検定教科書時代にひ

き継がれるのである。すなわち，検定時代には

国家統制が一層強められることになる。野原，

矢内は明治20年5月発行の「尋常小学読本」

（文部省編纂）巻1～7を分析しているが，そ

れによると総課数218のうち35％が道徳的内容

であり，また，生命尊重が11％であるのに対し
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て非生命尊重が23％を占めている7）。そして，

明治37年を境に国定教科書時代に入るのである。

　2　国定教科書の分析

　国定1期からV［期までのすべての国語教科書

について，課の内容を中心に，生命尊重（L）

達成動機（A）という観点から分析し，さらに

内容，ジャンルごとの検討を行なう。

　（1）全体的特徴

　表2は生命尊重について各期学年ごとの頻度

および比率を示したものである。なお比率を全

学年と2～6年に分けたのは概ね1年生の教科

書が単語の羅列であったり課としてのまとまり

を欠くことが多かったからである8）。同様に表

3は非生命尊重について，表4は達成動機につ

いてそれぞれ各期学年ごとの頻度および比率を

示したものである。また図1は生命尊重（L＋）

非生命尊重（L－），達成動機（A）をそれぞれ

得点化し，各期ごとの特徴が比較対照できるよ

うにしたものである。なお，得点の算出は次の

方法による。生命尊重得点；L＋1，L＋2をそ

れぞれ1，2点とし，その合計点をL＋得点

とする。非生命尊重得点；L－1，L－2をそれ

ぞれ1，2点とし，その合計点をL一得点と

する。達成動機得点；A＋1，A＋2をそれぞれ

1，2点とし，その合計点をA得点とする。

表2　各期学年別・生命尊重頻度

1 2 3 4 5 6 計〔卜61 ％ 計栓； ％

L十2 0 0 o 0 一 一 需 一

L＋1 1 0 2（4．7｝ 7（163） 9／1路 7．0・ 10／166 60
1
計 1／認 冒 2／6 7／43 9／1認 7．0 10／166 6．0

％ 26 一 47 163

L＋2 0 0 o 0 0 0 一 一 一 一

L十1 0 1〔20｝ 1（20） 0 2〔3η 2136） 6／％2 23 6／297 20
皿
計 一 1／50 1／50 ｝ 2／騒 2／55 6／262 2．3 6／餅 2．0

％ ■ 20 20 一 37 3．6

L十2 0 0 0 0 1（19） 0 1／脚 o．4 1／298 0．3

L十1 0 1（20｝ 0 2（371 1（191 1（1．8｝ 5／263 1．9 5／蹴 L7
皿
計 騨 1／鉛 曽 2／54 2／52 1／55 6／263 2．3 6／鈴8 2．0

％ 昌 20 一 37 38 1．8

L十2 0 0 0 0 1（181 0 1／257 04 1／311 0．3

L十1 1〔19〕 1（22｝ 0 0 2〔3．6｝ 3（55｝ 6／2田 2．3 7／311 2．3

w
計 1／騒 1／45 一 一 3／55 3／55 7／2訂 27 8／311 2．6

％ 19 22 曜 一 55 55

L十2 0 0 0 o 1｛22〕 0 1／2脚 0．3 1／397 o．3

L十1 0 2（2．0） 0 1（2亘〕 1（2．2｝ 4（8，0） 8／2魅 2．7 8／鈴7 2．0

v
計 層 2／102 一 1／⑱ 2／葡 4／50 9／別 3．1 9／397 23

％ 胃
2．0

一
2．1 4．3 8．O

L十2 0 0 1（43｝ 1（3⑳ 2（7の 2（59） 6／1盟 47 6／164 37

L十1 0 1（30） 3（13．O） 1〔3の 1【37） 1（29〕 7／127 5．5 7／旧 4．3

u
計 一 1／％ 4／聞 2／27 3／留 3／36 13／且27 10．2 13／1“ 7．9

％ 一 30 173 74 n1 88

表3　各期学年別・非生命尊重頻度

1 2 3 4 5 6 ｛2－6｝計 ％ 訳全； ％

L－2 0 0 12．21 2｛4．7［ 3／1％ 2．3 3／166 1』

L－1 1（26 2〔5．m 7q56［ 3【7．0［ 且2／1圏 9．4 13／166 7．8

1
計 五／銘 2／40 8／45 5／43 15／1路 1！．7 16／166 9．6

％ 2．6 5．o 17．8 11．7

L－2 0 0 2〔‘．OI 6q1．51 3｛5．6［ 4｛7．11 15／濁2 5．7 15／餅 5．1

L－1 2｛571 2（4．0｝ 1【2．Φ 0 2〔3．71 4（7．の 9／262 3．4 11／2卯 3．7

l
I 計 2／聞 2／m 3／m 6／諺 5／騎 8／56 24／％2 9．3 跨／釣7 8．8

％ 5．7 4．0 6．0 11．5 9．3 1‘．2

L－2 1｛29 o 3〔58｝ 3〔56卜 3【5助 1（181 10／263 3．8 n／2銘 3．7

L－1 3｛8．励 1（2．O｝ 2【3．日1 213．71 1｛L9｝ 1U81 7／％3 2．7 ！o／2％ 3．4

皿
計 4／35 1／釦 5／52 5／騒 4／52 2／駈 17／㎜ 6．5 21／凶8 7．0

％ 114 20 9．6 9．3 7．7 36

L－2 0 2｛4．4｝ 3（6。Ol 2｛3．8｝ 3（5．5） 4（7．3） 14／節 5．4 ！4／311 4．5

L－1 1｛1．9｝ 0 5｛10．0， 7U3．5｝ 6｛1091 1（18｝ 19／捌 7．4 ⑳／311 6．4

H
計 1／54 2／‘5 8／聞 9／52 9／55 5／55 33／駈7 12．9 訓／311 lo．9

％ L9 4．4 16．0 17．3 16．4 91

L－2 o 0 3｛6．3［ 4（8．3） ！0〔2L71 6（120） お／刎 7．8 鈴／謝 5．8

L－1 3｛2．9｝ 1（LO） 3｛6．3〕 3（6．3｝ 9（19．6｝ 5110．0） 21／謝 7．1 24／397 6．0

u
計 13し！103 1／102 6／弼 7／侶 19／45 11／釦 磁／幻1 15．0 47／397 11．8

％ 2．9 LO 12．5 14．6 4L3 箆．0

L－2 0 0 0 o 0 0 ／ ／

L－1 0 0 0 0 0 1｛2．9｝ 1／127 0．8 1／1餌 0．6

u
計 響 一 一 一 一 1／訓 1／127 08 1／脳 0．6

％ 騨 一 一 一 一 29

　さてこれらの図・表をもとに生命尊重・達成

動機についての全体的な特徴を概観してみよう。

まず生命尊重の得点ではV［期を最高として，以

下IN皿皿期とつづく。ここでは特にW期の戦

後が特徴的である。非生命尊重では，V期が断

然1位となり，以下N皿皿IW期となっている。

皿期の大正デモクラシーの平和主義，民主主義

時代を除いてV期の太平洋戦争期に向って上昇

している。また頂点のV期からほとんど0に近

L・V［期の急降下は劇的ですらある。次に達成動

機ではやはりV期

を頂点として順次

上昇している。ま

たV［期ではやはり

下降しているのが

特徴的である（図

1）。このへんの

事情をさらに明確

化しようとしたも

のが図2である。

すなわち図2は図

1と同じくL＋・

L－・Aをそれぞ
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図1　各期別A・L得点
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表4　各期学年別・達成動機頻度

1 2 3 4 5 6 計（卜6） ％ 計（全） ％

A十2 0 0 2（4．O 4〔9．3｝ 6／1％ ‘．τ 6／165 3．6

A十1
2（5．3｝ 2（5．0） 8（17．8） 3（7．0） 13／1囲 ！0．2 置5／156 9．0

1
計 2／圏 2／40 10／45 7／43 19／：銘 14．8 21／166 12．τ

％ 5．3 5．0 22．2 16．3

A十2 0 1（2．0｝ 3〔6．① 6（11，5｝ 6（11．1） 11（19．6｝ 幻／％2 103

A十1 0 5（10．0｝ 4〔8．の 4（7，の 1（L9） 3（5．4） 17／お2 6．5

9．1

T．7

口
計 一 6／m 7／鵠 10／52 7／54 14／酪 “／茄2 15．8 “／297 14．8

％ 一 120 置4．o 19．2 13．0 25．0

▲十2 0 3（6．① 5（9，⑤ 8（14．8） 9（173） 13（23．6） 銘／㎜ 且4．5 38／蹴 12．8

A十1 1（2．9） 1｛2．① 2（38｝ 4｛73） 13／263 49 14／蹴 4．75（9．3）

P3／54

1（1．9）

P0／52
皿
計 1／35 4／50 7／52 ！7／55 51／253 19．4 52／器8 17．5

％ 2．9 80 13．5 24．1 19．2 30．9

A十2 1α9｝ 3（6の 6（12．0） 11（21．1） 9（16．4〕 9（16．4〕 銘／％7 14．8 39／311 12．5

A十1 2（37） 0
2（4，の 5（9．6） 3（5．5 1｛1．助 ！1／257 ‘3 13／31且 4．2

w
計 3／54 3／妬 8／甜 16／52 12／55 10／55 49／257 19．1 52／311 16．7

％ 5．6 6．7 16．0 30．8 21．8 18．2

A十2 1〔LO） 3〔29） 7（14．6｝ 7（14．6） 17〔算．8〕 ！飢24．O〕 “／餅 15．6 47／397 且1．8

▲十1 0 1（LO｝ 0 6（12．5） 5（10．9｝ 2（4．0） 14／鋤 4．3

Q0．‘

14／謝

U1／3艀

3．5

P54V
計 1／且03 4／102 7／侶 13／娼 22／46 14／の 60／294

％ 1．0 4．o 14．6 貿．1 47．8 距．0

A十2 0 0 0 1（3．の 5〔18，5｝ 8（認，5） 14／127 11．0 14／i“ 8．5

A十1 1〔3．の 0 0 1（3．7｝ 2〔7。4） 0 3／1幻 2．4 4／154 2．4

w
計 1／留 一 一 2／幻 7／幻 8／34 17／1盟 13．4 18／1艦 1LO

0
0

37 一 一
7．4 25．9 33．5

表5 枢ﾍ（得点　　　×100課数）

数で割り100を掛

けたものである。

ウエイトを加えた

各期の得点比か

ら，より各期の特　30

徴を示そうとした

ものである。な

お，表5にその数　20

値を示しておく。

図2をみてわかる

ことは，L＋L一は　10

ほぼ図1と同じプ

ロフィールを描い
ているが，Aは、究

期から皿期まで上

1 I
I

I
l
l w V 珊 計

L十 6．1 2．0 2．4 2．9 2．5 12．3 3．8

1．一 lL4 13．9 10．8 15．5 17．6 0．6 13．0

A 16．2 24．1 29．1 29．4 27．2 20．8 25．6
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　　　　　　　　　図2　各期別・A・L頻度

昇し，以後高原状態となり，W期においてかな

りの落ち込みがみられる。以上が図1図2から

みた1期からW期までの全体的流れであるがい

ずれも時代社会の価値観を如実に反映している

ように思われる。　・

　次にそれを各期別に細かくみてみよう。

　（2）各期ごとの特徴

　1）　1期は，教科書の性格として近代倫理重

視の啓蒙的性格を備えている9）。L＋得点では2

位を示し，L一得点では5位となっている　（図

1）。頻度からみても，L＋は2位，学年では4

年で高くなっている。L一は3位であり3年に

高くつづいて4年となっている。Aでは5位と

なりやはり3年に高い数値を示している（表2・

3・4）。得点比をみても，L＋；2位，　L－；4

位，A；6位となっている（図2・表5）。この

ことから生命尊重ではW期を除くすべての期よ

り高く，逆に非生表6

命尊重ではW期に

ついで低いことが

わかる。前者に

ついては統計的に

も有意である（表
　　　　　　　　表7
6）。

　つまり1期は生

命尊重が比較的重

視された時期であ

るといえる。ま

生命尊重X2検定結
果（2－6年）10）

期 I　　II　III　IV　　V　　V【
1 ↓↓　　軸　　軸　　↓

II ↑替

m ↑↑↑

w 替争

V ↑↑↑

VI

非生命尊重X2検定
結果（2－6年）1°）

I　　II　m　　lv　　V　　VI
1 ↓　　　　　　　　　↓軸

II 替　　↓艸

m ↑介　替↑　↓壷
】V ↓↓↓

V ↓↓↓

VI

た，達成動機が低いのは近代倫理による啓蒙が，

まだこうした形では表面化していなかったこと

を示唆している。

　次に内容面に注目すると，S（自然）・1（生

活）・E（教訓）の順となっている。Sが高い

のは，この時代の理科教科書の出遅れも影響

し，自然，地理などを国語にとり入れたところ

に起因している。また，これは各期を通じてい

えることだが子どもを身近な生活領域に近づか

せ，近代人としての視野の広さを養おうとする

意図も予想される。次に低いところでは，M

（ミリタリズム）・H（歴史）・N（国家主義）

があげられる（表8）。まだ近代化への道を歩

みはじめた段階であり，近代倫理を啓蒙する上

でミリタリズム，ナショナリズム，ひいては国

史的なものの影響は薄かったということができ

る。このことがL＋を高く，L一を低くした

原因でもある。

　2）　III期は，家族国家主義的色彩が強い時期

である11）。L＋得点では最低値，　L’一得点では
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3位，A得点では4位を示す（図1）。頻度で

はL＋；5位，L－；4位，　A；4位となる。　L＋

では5，6年が高く，L一では4，5，6年の

順となり，Aは6，4，3年の順に高くなって

いる（表2。3・4）。ここではさほど目立っ

た特微はみられないが，L＋の下降，　L一の上

昇，Aの上昇（図2・表5）はその後の方向を

示唆するものとして興味深い。

　内容では，Sは相変らず高い数値を示してい

るが，Nの数値が全期中3位に上昇している。

また，Eは3位であり（表8），ジャンルの3

（記録・説明）が高いことと考えあわせ，国家

主義に傾斜しはじめた時期とみることができる

（表9）。また，5（神話）ではVN期につづ

き3位となり国家主義への姿勢を読みとること

ができる。しかし1期の近代的精神がひきつが

れ，C（科学）が高くなっている。

　3）皿期は，大正デモクラシーの児童中心の

教育思想を表現し，平和主義，民主主義が叫ぼ

れた時期である。L＋得点では3位，　L一得点

では4位，A得点では3位（図1・2）また頻

度ではL＋；5位，　L－；5位，A；1位とな

っている。但し2～6年でAは2位となる（表

2・3・4）。L＋は4年から5年までが高く，

Aは6，4，5，3年の順で高くなっている。

得点比でも，Aは最高値であり，　L一が下降し

でいることがわかる（図2・表5）。これから，

皿期は個人を尊重し，平和主義を進めていこう

とする姿勢をよみとることができる。

　内容では，1が1位であり，生活を中心にし

て児童に接していこうとする傾向がうかがわれ

る（表8）。ジャンルをみた場合も全期中3位

で1が高くなっている。しかし内容のHをみた

場合，全期中2位となっており，たんに平和主

義，民主主義中心であるというより，同時にや

がてくるファシズム時代の足音も敏感にキャッ

チしていたことが予想される（表9）。

　4）　W期は，ファシズム強化の時期といわれ

国民の形成は臣民の育成へとすすみ，国家はい

よいよ臨戦体制に入つていく。L＋得点；4位，

L一得点；2位，A得点；2位となつている
（図1）。また，頻度をみると，L＋；3位（但

し2～6年だと4位），L－；2位，　A；2位

（但し2～6年だと3位）となつている。L一

は5，3，4年の順で高く，Aは4，5，6，3年

の順に高くなつている（表2・3・4）。

　内容をみるとNが全期中2位，Mも2位，　H

が3位となり，国家主義，戦争肯定の姿勢が強

くなつてきていることを示唆している（表8）。

また，ジャンルをみると5が全期中2位となり，

6（歴史）が1位となつている。これは次のV

期同様戦記物が増えてきたことを示している

（表9）。

　5）V期は，太平洋戦争突入期である。この

期の教科書は最も心理学的な配慮の行き届いた

教科書であると同時に戦争協力的な色彩を最も

強く帯びているのが大きな特徴である。ちなみ

にL‘一得点は断然トップで，またA得点も1位，

L＋得点は3位となつている（図1）。

　頻度でもL－；1位，A；3位（但し2～6
年では1位），L＋；4位となつている。　L一は5，

6，4，3年と高く，Aも5，6，4，3年と
高くなつている（表2・3・4）。得点比でも

L－；1位，A；3位，　L＋；4位となる（図2

・表5）。なお統計的にも皿皿期との間ではい

ずれも有意差が認められる（表6）。

　内容面に注目すると，N・M・Hが全期中1

位となり，V期の八紘一宇の旗印のもと，国民

が一一丸となつて国家を守るという，戦争の肯定

皇国意識の高まりをみることができる（表8）。

また，ジャンルでは1が全期中2位であるがこ

の生活文は子どもを身近な生活領域へ近づかせ

るため，各期ともに高くなつている。またV期

の1，2年の特徴として，生活文が高くなつて

いる。ちなみに2年次は46．7％で皿W期をしの

いでいる。その他では6，5，4（物語）をあ

げることができる。特に6，4は戦記物がかな

り多く含まれており，5は数値的には低いもの

の全期中1位である（表9）。いずれも国家主

義的色彩，あるいは戦争への協力的性格のもの
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が高くなり，

前述のL”

が最も高
く，Aもか

なり高い数

値を示して

いることと

あわせ考え

るとV期の

全体的性格

として，国

家をあげて

の皇国意、

識，聖戦と

いう美意識

を作りあげ

ていたこと

が明らかと

なる。

　6）．V醐

は一変す

る。1～V
期までと全
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表8　各期内容別頻度

内　吝
冝E学年 N　　M E S 1 P H C T

2 5〔12．5＞ 1【2．5） 11〔295｝ 韻㈲1 81：1、の 6〔1鋤 3〔75［ 姐じ．o｝

1 3 3【57｝ 8｛17．8） 7〔156｝ 29（国．4｝ 】姻．！） 1122｝ 8〔17助 1獅η

4 聖噸3｝ 5111．51 1襯6） 1鰹5｝ 1陥．9） 3【70｝ 4〔93） 8（艮86｝

計 1影！1器 1皇／1お 3γ1％ 7レ伽 訂／1圏 10／1お 15／1銘 跳／1お

％ 艮童 10．9 鱒．0 55．5 肥9 7．8 ！17 旦88

2 3（601 o n（脚｝ 邸2．0｝ 1以240｝ 3（6．o｝ 3（5．0｝ 7（1401 2140

3 4侶．O｝ 4｛8．0｝ 1説3じOl 21〔42．0） 1姻0｝ 重｛20〕 51io．O｝ 141銘．0 1．20

4 1α19．含） 4｛7．7） 11｛2141 ！4幡9｝ 1脇8｝ 1（L9｝ 7｛13．励 1頓19．2， 2138）
n
　
　
期

5 1盟．2） 5｛9．鋤 7α3．5） 里蝋35勾 1訓2‘．9 3｛5、6｝ 3〔14．呂1 519．31 111』）

6 雌1．4｝ 1鋼21．‘｝ 11｛19．51 1襯．働 17｛31勃 2（3、ε｝ 1㈲9｝ 3〔5．4） 2【3．6｝

計 41ノ捌 鳳！2陀 55／2匠2 9釦！魏 71／凝 ！0／漁 詔／2㎎ 39／252 8／鋭

％　塵5．5 9．5 210 訂．4 ”，1 38 126 M9 3．1

2　1（2．O｝ 1｛2，0｝ 5（10① 21（伽｝ 1螂．① 4〔8』） 3〔60） 4（lo．① 且（40】

3　61115｝ 7（135） 7〔135｝ 鰍冊5｝ 2眠185｝ 4〔7．7｝ 6〔1151 9（17訓 L｛1、騨

4　5’9．3｝ 5｛93｝ 14〔ゐ．9） 1餌．8｝ 里獅．3） 2〔3．71 1鐙851 呂0451 315、5、m
　
　
期

58｛15．4［ 8｛且5．41 5悌） 21｛II4） 韻5§．η 0 8｛154 2｛3、8 0

6　3｛5．51 3｛5．5｝ 1翫2L81 ：襯．η ！5御3｝ 1（16， 1雷236テ 6｛10．9｝ 4〔55幽

計 躍蹴 乱／263 31／鳴 95／郷 1㎎／廟 1】／213 40／2δ3 ／！／掬 9／細

％ 87 9J 153 訪1 338 4．2 152　　uo 34

2 1｛22） 3（6．η 4〔89〕 1畷42．2〕 1遡、9｝ 1α2221 0　　　2｛‘．4｝ 5’1！D

311獅｝ 5（！0．0） 5｛置o』｝ 2臼52、① 1駅30① 418．0） 6112015‘旦0α 2f4の

417（13、励 8（15、4） 7｛13．5） 231“2） 1以23．1｝ 2（3．8｝ 1窒23．1） 3158） 2（3．81

W
　
　
期

5　9q6．41 17〔3L① 1潮．3） 鍬闘．5｝ 7〔127｝ 1〔L8｝ 9〔皇6射 3〔55｝ 0

6｝II⑳』｝ 6（10．9｝ 8｛1樹 鄭7。3｝ 7口2．η 1n8｝ 1盟218） 6｛10．9） lq。8｝

計組／圏 誰／2駆 39／獅 i桝／凝 現／2訂 18／2評 39ノ即 19／箆7 ！o／細

％　156 15．2 152 48．2 2LO 7．o 15．2 7．4 3停

2臨1曾．61 雛L帥 8（7．8｝ 4甑i｝ 謝認．2｝ 21〔20．6［ 0 5〔491 9侶ε，

3141お．2） 13”．1｝ 7（！45） 箆｛弱．8｝ 1㈹31 5｛旧〕 5qO．4［ 6α25｝ 2口．2｝

4　12ゐ0｝ 1衛ユ） 3〔6．3｝ 1叫39．励 704．61 214．2｝ 1試訂1｝ 11偽9〕 0V
　
　
期

51i遡3） 1射4且3｝ 9（19．6） 翼㈹．釦 14㈹．4） 2｛4．3） 1醐．1】 9〔四．6） o

6」紅：1、0〕 1研32。0｝ 1卿0｝ 16（32，ω 4〔8．① 3〔6．0｝ 1獅．0｝ 3（60｝ R伽〕

計P鵬 織／謝 ㌶／蹴 H6／謝 80ノ劉 路！矧 ‘9／劉 訓／2躰 ［2／餅
％ お．2 銘．2 12．6 諏．5 訂．2 112 16．7 11．6 4．1

2 6〔勘1 14㈹．5｝ 1餌1！、21 2〔9ρ1 o 0 3口1，0，

3 8｛3‘．8｝ 13〔防5［ 14〔II．曾［ 3（13．ω 0 2｛87｝ 1（431

4 4Ω捌 14｛5L9［ 1竃“．4｝ 2σ．4｝ o 2（7．勧 5〔留．2）

U
　
　
期

5 1眠蜘1 6｛麗．2｝ 1瓢．5｝ 5｛IL1［ 6〔箆2） o 2（鋤

6 1射79．21 1眠41η ！区56η 7（4，7） o 3（1251 1臼、η

計 49／1刀 5『／127 75／1幻 19／127 6／1刀 7／127 1ン1留

％ 銘．6 559 5曾、o 15．0 4．7 5．5 lo　2

〔｝＝％

く趣きを異にし，新しい人間観，世界観に立脚

しなけれぽならないという意図がみられる。す

なわち世界中の子どもたちと仲よく手をつなぐ

ということから，自分たちの生きる新しい世界

が創りあげられるという意識がその中に盛り込

まれている。L＋得点は1位，　L一得点は6位，

A得点は3位となつている（図1）。また頻度

では，L＋；1位，　L－；6位，　A；6位となつ

ている。L＋は3，6，5，4年の順に高く，

Aは6，5，4年と高い（表2・3・4）。得
点比ではL＋；1位，L－；6位，　A；°5位を

示している（図2・表5）。いずれも統計的に

は0．5％水準で有意である（表6）。図2のプロ

フィールをみれぽわかるように，L一の急激な

落ち込みは劇的である。また，それと反比例す

るようにL＋の急上昇がみられる。

　つまりこの図はW期の教科書の性格のすべて

を反映し，生命尊重，人間尊重の新しい観点に

立脚しようとした意図が如実に示されている。

達成動機が低いことは，人間的やさしさである

とか，仲よくするなど親和的な面が強調されそ

れが必然的に従来の，人を押しのけてまでとい

う達成への執着を後退させていったものと思わ

れる。

　内容をみると，N・Mが0である。生命尊重

が高まれば当然の結果としてN・Mは消えてい

く。1は戦後の新しい生活を早く根づかせるた

め，かなり高い数値を示している。それと同じ

ことがSにも言える。Eが高いのはやはり新し

い倫理観の根づきを期待してのことと思われる

（表8）。

　ジャソルをみると，1が全期中1位であり，

その意味は前に述べた通りである。4が高いの

は物語により人間のあたたかさ，やさしさ，人

間の尊厳と

いったもの

を訴えかけ

ようとした

ものでIVV

期にみられ

た戦記物が

全く違った

装いで登場

してきたと

みることが

できよう。

また長文の

物語が多い

のもV［期の

特徴であ
る。Lより生

活に密着し

た形でじっ

くりとりく

ませようと

いう意図を

感じさ．せる
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表9　各期ジャソル別頻度

ジャンル 2 3 4 5 6 7 8
期・学年

1

2 8（⑳．o） 5（！2、51 2噛．Ol 8〔20．Ol 且（2．51

3 5α1」｝ 5α3．3〕 22（4891 3α7．8［ 5〔11恥
1
　
　
期

4 2（47｝ 6｛14．① 銘｛65，ll 5佃．51 3〔7．の 5αL5［

計 15／1路 17／1勿 70／】艶 21／1圏 9／囲 5／鵬

％ 11．7 13．3 襲，7 164 7．0 3．9

2 9118．① 6q2．ω 却（40，01 5（lo．o｝ 3〔6の 3（6．O｝ 3（6，0｝

3 6112．① 5（10．01 1霞翫O｝ 10｛21．0） 1伽［ 6｛重201 3（5．O） ！｛2．ω

4 4〔7．7｝ 6〔11．5】 2a‘2．3｝ 6（11．5） 9α7．3） 5（9．5）

n
　
　
期

5 5｛9．3） 31｛57．4｝ 3（5．6） 2（3の 7（13．5） 6（11“n

6 6口0．7｝ 訂｛56，11 2（3．6） 8（14．3） 3（5．4［

計 19／説 鳳／四 1箆／鋭 26／鯉 5／2硯 33／漉 17／蹴 4／鯉

％ 7．3 10．7 侶．9 9．9 2．3 126 6．5 1．5

2 2麗．D｝ 6U2．0｝ 8〔16．0｝ 6〔12．① 1（2，ω 3｛6』） 1（2，0｝ 3（6．0）

3 1獅．0》 7〔13．5） 1駅30．8｝ 5｛9，6） 2（38｝ 6〔115［ 5｛9、5｝ 2（3．8［

4 6｛1置．且｝ 6（11，1｝ 路（42．6｝ 6口1，董｝ 1鼎．P 8〔14．8｝

m
　
　
期

5 腿〔2L助 6｛n，5｝ 1襲365） 1｛L9） 1〔L帥 8〔15，4｝ 6〔1L5）

6 5〔9」1 7112．η 21｛38，2） 5｛9．1） 麗L8） 4σ．の 1（181

計 ロ／211 32／21： 87／細 含3／㎜ 4／鵠 42／263 助／鰯 6／捌

％ 21．7 i2，2 33葦 8．7 1『5 16．0 9．1 2．3

2 1駁33．31 1遡動 1獅．η 2（4．4｝ 1（2．2｝ 2｛4．4｝

3 1駅：1の i1〔22，ゆ｝ 500．0】 4｛8。ω 5α2．o｝ 5｛10① 2（4ω 1｛鋤

4 7〔B，5｝ 1獅』】 9口73｝ 6m．5｝ 1（1．9｝ 13俗．m 3（5．8）

W
　
　
期

5 1咲！B．21 1賦20．0） 1噸お．5｝ 4｛73） 18（32．η 1〔1鋤

6 5〔9．11 11伽．① 2隅．2｝ 5｛9．1｝ 雌L8｝ 1｛L8｝ 1｛L8｝

計 5匙／獅 59／2訂 49／2郭 31／餅 9／劉 弼／2訂 8／お7 4／257

％ 20．2 器，0 19．1 12．1 3．5 18．7 3．1 L6

2 47｛46，1｝ 灘‘．5｝ 7【6．91 劉箆51 4〔39｝ 1｛1．ω 1｛1．O）

3 15【3L3｝ 11【2．91 4〔8．助 112．11 5口2，5｝ 6〔12．5｝ 5口0潮

4 8（16．η 1獅．q 1蜘，3】 2〔4．21 112．葦】 1訓幻，童｝ 2｛4．2｝

v
　
　
期

5 置帆2Lη 8｛17．4】 1駄32，5〕 705．2〕 1〔2．2｝ 17〔訂』｝ 1｛22）

6 4〔8．Ol 11〔診．① 1偶．0） 8115．0） 1鱗，o〕 1｛2．ω

計 膨謝 研／謝 脇！謝 41／蹴 12／謝 犯／2鱒 lo／謝

％ 銘．5 認．8 17．0 139 ‘1 18．O 3．4

2 1猫．Ol 3111．助 1｛3．① 9〔謎0】 ！｛3．0）

3 1K47．81 8似．8； 1｛43［ 8【訓．9｝ 1〔4．3｝ 2〔8．7）

4 6｛箆．2｝ 2伽） 9㈹．3｝ 10（訂．O〕 2σ．‘｝

U
　
　
期

5 9｛詔，3） 6｛箆．21 4（1捌 4048〕 6（箆．2｝

6 5（20．B〕 3【12．51 8（33．3） 6〔25．0｝ 1（‘．7｝ 1（4．7｝

計 織／1訂 謝12～ 箆！127 訂／1幻 6／1刀 6／127

％ 33．9 口．3 B．1 お．1 6．3 4．7

．　　　　　　　　　　　　　　　　　｛｝＝％
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．」＿＿＿，

　　Ilf血’WVVI

　　　　　　図3

　H（歴史）

ノへ T（文化）

IlmWV「町　InnllVVW
各期内容別頻度

C（科学）
N

＼〈

（表9）。

　7）生命尊重，非生命尊重，達成動機を全体

的にみた場合，各期とも概ね3，4，5年に集

中しているようにみうけられる。また内容では

各期ともに自然が高く，ついで生活が高くなっ

ている。内容の重複をよしとした分析方法をと

った結果，重複しやすい項目であったことも一

因であろうが明治から昭和に至る国語教育の特

徴として貴重な示唆を与えてくれる。

　McClelland，　D．　C．は次のように述べている。

「達成を強調する国語教科書は，国民が公に達

成について考える傾向，つまり国民の抱負とい

ったようなものを示している。12）」昭和16年の

V期教科書が示すように，国民が一丸となった

戦争への姿勢が，非生命尊重という人間観を創

りだし，戦いを聖戦にまで高めた達成の強さを

そこにみることができる。すなわち，今回とり

あげた明治37年から昭和21年に至る国語教科書

はその時代の推移とともに，各々の時代社会の

もつ価値観文化，伝統といったものを明確に

反映しているように思われる。

］V　今後の課題

，ロ　レロ　＿　る－－－＿－－－－－る　＿＿　ロら－の＿　　　　”レ　ね＿

　　　　IIImWVV【　IHI皿WVW

　以上のように本研究では国定1期からW期ま

での全国語教科書を生命尊重・達成動機という

観点から内容分析し，その結果について考察し

てきた13）。そして，当初予期した以上に時代社

会のもつ価値観を敏感に先取りし，それが内容

を大きく支配していることが確認された。しか

しはじめての試みでもあり手続き方法等に関し

いろいろ問題のあることも予想される。またこ

の教科書が実際に子どもに如何なる影響を及ぼ

し将来の行動や生き方をどう規定していったか

について可能な範囲で実証的にとらえていく必

要がある。これらは今後に残された大きな課題

といえよう。そして，その成果をもとに冒頭に

述べた生命尊重，人間尊重という教育本来の目

的を実現するための教材，ひいては教育とは一

体何かを問いかけていきたい。

　本研究を行なうにあたっては，次の諸氏をは

じめ多くの方々の御指導御援助をいただいた。

　付記して厚く御礼を申し上げる次第である。

　堀内康人先生，跡見一・子先生，落合聡三郎先

生，鈴木敬司先生，千葉胤嗣先生，木暮俊夫先

生，菊地文男先生，高田真弓氏，矢内弘子氏，

野原幸子氏，秋葉信子氏，森沢優子氏ほか。

（注）

1）　唐沢富太郎「教科書の歴史」創文社，1956

・2）文部省「学制百年史」資料編ぎょうせい，1972

3）唐沢富太郎「前掲書」

4）海後宗臣。仲新「近代日本教科書総説」解説

　編，講談社，1969

5）McClelland，　D．　C．，　Atokinson，　J・W・，　Clark，

　R．A．＆Lawell，　E．　L．，　The　Achivement　Motive．

　N．Y．，　Appleton　Century，1953，なおMcClel・

　landは，国語教科書や文学作品などを，達成動

　機という観点から分析して，国の盛衰と結びつけ

　たり，興味ある研究を行なっている。

　　McClelland，　D．　C．，　The　Achiving　Society．　Van

　Nostrand　Company，　INC，1961（林保監訳「達成

　動機」産業能率短期大学出版部，1971）
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橋口，三角，鮎刀L今井，浦部：近代教科書の内容分析一生命尊重と達成動機を中心に

　　林保他「達成動機の理論と実際」誠信書房，

　1967にも紹介されている。

6）昭和43年版

7）　野原幸子・矢内弘子「生命尊重と教育に関する

　一考察一国語教科書の分析を通して」昭和51年度

　東京家政大学卒業論文，p．105

8）　1年生では，単語の羅列で課としての体をなし

　ていない場合，原則として内容中心に独自の判断

　で課を設定した。

　　また，V期とW期は他と比べ特徴ある編集をし

　ているため，次のような方法で課数を決めた。V

　期では，6年のそれぞれの巻末に附録がつけられ

　ているが，それも本文と同じように扱う。

9）唐沢富太郎「前掲書」p．253－p．257

10）　↑，↑↑，↑↑↑，はそれぞれ10％以下，5％

　以下，1％以下で有意であることを示す。また，

　矢印が上向きの場合は，上段〉下段，下向きの場

　合は下段〉上段の方向に有意であることを示す。

11）　唐沢富太郎「前掲書」，p，298－p．307

12）McClelland，　D．　C「前掲書」P．120

13）　本論文の一部は，第19回日本教育心理学会にお

　いて報告した。
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